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チャレンジカップ京都大会
　5/12-13 の二日に渡って、第一回チャレンジカップ京都大会がスポーツくじの助成を受けて開催された。この大

会は、日ごろＮＴＣ拠点として御世話になっている京都府さんや、サンアビリティーズ城陽、京都リハビリテーショ

ン病院のみなさんに、パラ・パワーリフティングとはどのような競技であるか知っていただきたい、見ていただき

たい、という主旨と、９月に北九州で開催されるアジア選手権の日本選手代表を選考する大会と言う位置づけで開

催した。初日は、強化指定選手の皆さんの試技、二日目は初めて大会に出る選手から、もう少しで強化指定、とい

う選手が集まり、両日とも、大変な熱戦が繰り広げられた。大会期間中には、体験会ブースを設け、たくさんの方に、

バーベルを上げていただき、選手のがんばりを実感して頂いた。

　大会開催に当たっては、京都府から共催を頂き、公益財団法人日本障がい者日本パラリンピック委員会、並びに、

城陽市（ＮＴＣの有る市）から後援を頂いた。また、初日終了後は、素晴らしいレセプションパーティーを開催し

て下さった。このパーティーは、京都府、城陽市、ＮＰＯ法人京都スポーツ・障がい者スポーツ推進協会、全国農

福連携推進協議会の皆様が主催者となって下さり、手作り野菜や料理を心から楽しませていただいた。

　本当に京都の多くの人に支えられて、連盟一同、Tokyo2020 に向かっています。

　選手の皆さんの白熱した戦いぶりは、大会結果をご覧ください。

写真提供；Nishioka



 

強化指定の部 一般の部

女子４５ｋｇ級 女子４１ｋｇ級

1 小林浩美 個人 1969 43.8 55.0 1 成毛 美和 パワーハウスつくば 1969 41 50.0

５０ｋｇ級 ５５ｋｇ級

1 中嶋明子 個人 1975 48.5 50.0 1 龍川崇子 個人 1976 54.5 37.0

５５ｋｇ級 ー 中村光 パワーハウス 1991 50.6 0.0

1 マクドナルド山本恵理 日本財団パラリンピックサポートセンター 1983 54.3 53.0 ６７ｋｇ級

男子４９ｋｇ級 1 森崎 可林 個人 2002 65.6 47.0

1 三浦 浩 株式会社東京ビッグサイト 1964 46.3 120.0 ７３ｋｇ級

2 加藤 尊士 個人 1988 48.4 105.0 1 坂元 智香 個人 1982 69.8 61.0

ー 松本 崇 (福)一廣会特別養護老人ホーム　かないばら苑 1969 47.5 0.0 男子４９ｋｇ級

ー 奥山一輝 順天堂大学 1997 48.6 0.0 ー 宮脇 進 個人 1988 41.9 0.0

男子５４ｋｇ級 ５４ｋｇ級

1 西崎 哲男 株式会社乃村工藝社 1977 53.1 130.0 1 市川 満典 個人 1974 50.7 108.0

2 光瀬　智洋 バーベル友の会 1993 52.9 105.0 2 林　剛史 個人 1981 51.6 96.0

５９ｋｇ級 ５９ｋｇ級

1 村井都稚夫 個人 1961 58.1 115.0 1 志賀 貴之 個人 1976 58.1 90.0

2 岡田 有史 株式会社電通国際情報サービス 1976 57.2 110.0 2 伊藤 浩司 個人 1972 56.3 86.0

3 竹内 俊文 個人 1976 58.6 105.0 3 蛯名敏正 パワーハウス 1973 54.1 70.0

ー 戸田 雄也 個人 1982 58.8 0.0 4 大城新順 個人 1943 55.7 65.0

６５ｋｇ級 ー 須田　勝 個人 1967 55.1 0.0

1 佐野義貴 アクテリオンファーマシューティカルズジャパン（株） 1968 63.1 134.0 ６５ｋｇ級

2 篠田雅士 パワーハウス 1988 64.2 125.0 1 森井 大輝 個人 1980 62.7 120.0
3 田中 翔悟 三菱重工高砂製作所 1985 64.3 125.0 2 朽木亮一 個人 1995 60.1 87.0

ー 城 隆志 個人 1960 63.5 0.0 ー 鈴木 明彦 パワーハウス 1985 60.2 0.0

７２ｋｇ級 ー 内田　基哉 個人 1968 62.8 0.0

1 樋口 健太郎 個人 1972 69.8 160.0 ７２ｋｇ級

８０ｋｇ級 1 串間 政次 個人 1962 68.3 118.0

1 鈴木 昭一 パワーハウス 1975 72.8 120.0 ー 福岡 進 個人 1966 68.5 0.0

８８ｋｇ級 ８０ｋｇ級

1 大堂 秀樹 個人 1974 82.2 194.0 1 金谷 晃央 パワーハウス 1990 75.2 134.0

９７ｋｇ級 2 佐藤 芳隆 パワーハウスつくば 1974 75.7 134.0

1 馬島 誠 個人 1971 94.7 155.0 3 野沢 哲也 パワーハウス 1973 79.3 121.0

2 石原 正治 オリンパステルモバイオマテリアル株式会社 1972 88.2 137.0 4 大塚博幸 バーベル友の会 1978 78.6 112.0

１０７ｋｇ級 ー 卯名根口 和樹 個人 1995 80 0.0

1 松崎泰治 順天堂大学 1999 118.2 0.0 ８８ｋｇ級

1 南出 悠有 個人 1985 86.4 128.0

強化指定の部最優秀選手 ９７ｋｇ級

女子 小林浩美 1 佐藤 和人 バーベル友の会 1971 94.2 138.0

男子 大堂秀樹 2 吉田太一 バーベル友の会 1969 94.5 125.0

視覚障害の部 一般の部最優秀選手

女子６７．５ｋｇ級 女子 成毛美和

1 瀬川真澄 バーベル友の会 1966 64 60.5 男子 金谷晃央

特試 61

第1回パラ・パワーリフティング チャレンジカップ 京都
平成３０年５月１２～１３日、会場；サンアビリティーズ城陽



チャレンジカップ京都大会は、 多くの新聞等で

　　紹介されました。



血友病患者の皆さんへ佐野選手からの

　　　　　　　　　　　　　　　　　応援メッセージ

　北海道のニトリさんは、日本血液製剤機構さんからの依頼で２０２０年オリンピック・パラリンピックを応援

する意味も兼ねて、パラリンピック選手や関係者に取材をし、血友病患者の皆さんに勇気を与えられる記事作り

に取り組んでおられます。今回は、パラ・パワーリフティングの選手の佐野義貴選手が応援メッセージを送りま

した。



 パラ ・ パワーの様々な取り組み

　パラ・パワーリフティングは、パラリンピック種目の中で、認知度ワーストナンバー３に入っているようです。

出来るだけ多くの方々にパラ・パワーリフティング競技を知ってもらいたいと、普及啓発活動には、労を厭わず、

活動に参加することを基本にしています。そのような中、ゴールデンウィークに、東京駅丸の内側で、東京都が主

催で、盛大なパラリンピック普及活動が２日間に渡って、繰り広げられました。パラ・パワーリフティングからは、

大堂選手が、魔裟斗選手とバーベル挙上回数を競いました。魔裟斗さんはさすがに世界チャンピオンだけ合って、バー

ベルに挑もう、なんとしてでも挙げよう、という気迫があり、会場の皆さんの絶大な支持を受けていました。もちろん、

パラリンピアンの大堂選手が魔裟斗さんに挙上回数では圧勝しました。大堂選手の力強い試技と、魔裟斗さんに会

場からは盛大な拍手がありました。二日目は、宇城選手

がパラ・パワーの紹介をし、都知事の小池百合子さんも

バーベルを触っておられました。また、二日を通じてパラ・

パワーの体験会も開催させていただき、２００人を超え

る人々に、バーベルを挙げていただきました。（写真下）

　パラ・パワー連盟では、定期的な合宿を開催しています。

写真右は５月初旬１０日にわたる合宿中の一コマです。

合宿では練習のみならず、選手役員のコンプライアンス

意識を高めるために、警視庁から提供された、ビデオで、

アスリートとして、どのような態度で、社会生活を送っ

ていけばよいか、身につまされました。


